














はじめに 

これまで母子保健管理対策としては,母子健康手帳の交付に始まり,妊婦健診、乳幼児健診

及び、その間における各種学級の開催、保健婦による訪問指導等が行なわれ、これらによ

り数多くの問題点の把握、改善がなされ.その結果として妊婦死亡率が低下し、父、乳幼児

の異常の早期発見などが行なわれてきた。しかし,なお,多くの問題が残されている。とく

に貧血の問題は.個人および社会集団の健康水準の一面を示すものと見られているが、改善

されてはいるもののまだ問題を残しており,女子学生における潜在性貧血の存在もクロー

ズアップされてきている。それに呼応して,近年より充実した母子保健管理のための妊娠以

前の女子の健康管理の重要性も認識されてきているが.これもまだこれからの問題として

残されている面が多い。このような状況により,今年度は主に貧血に関して実態の把握を行

い検討した。 


